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セミナーの目的及び運営について 
 
１．わが国の国際競争力の強化に向けた若手人材の育成 
２．複数の会員企業の異なる企業文化・企業風土に触れる 
  機会・場の提供     
３．業界に関連するテーマを取り挙げた特別講演会の開催 
    （講演会については一般聴講も募集） 

 

はじめに 
 
合成樹脂工業協会では会員相互の研鑽、親睦を深める協会設立の精神に則り 
各種活動を行ってまいりましたが、平成19年度より新規事業として人材育成セミナー
事業を新たにスタートさせました。 
 このセミナーは会員企業間の横の繋がりを深めつつ、会員企業の将来の事業を 
担う若手人材を育てることにより、各々の事業の拡大、新規事業の開拓に役立てよう
というのが狙いです。 

そこで下記にて平成３０年度・第12期人材育成セミナーを開講致しますので 
昨年に引き続き会員企業及び関連企業の皆様の幅広いご参加をお願い 
致します。 

募集要項 
 
研修期間 ： 平成３０年8月～平成3１年2月 
募集人員 ： 約20名 
受講費用 ： 300,000円／人（消費税込） 
 
 
受講資格 ： 合成樹脂工業協会会員企業 
         参加を希望される会員外企業 
         男女は問いません。（女性参加実績あり） 
         育児等を考慮して宿泊を必須としない参加 
 
募集締切 ： 平成３０年6月29日(金) 

（注）上記費用には受講料、教材費、講演受講料、会場費などが含まれますが 
   研修期間中の食事、宿泊費、交通費は含まれません。 



平成３０年度 カリキュラム（計画） 

本カリキュラムは産業能率大殿の教程を用いております。 尚、日程、講演者等は交渉中のため今後変更もあり得ます。 

日程 
第１回会合 
（8月3・4日） 

第２回会合 
（9月7・8日） 

第３回会合 
（10月5・6日） 

第４回会合 
（11月2・3日） 

第５回会合 
（12月14・15日） 

第６回会合  予備 
（H31/1月中旬） 

2日 2日 2日 2日 2日 １日(アロマ会館) 

1
日
目 

午
前 

オリエンテーション 

講演会１、２ 

講演会１ 

講演会２ 

講演会１ 

講演会２ 

講演会１ 

講演会２ 

講演会１ 

講演会２ 

リサーチ＆トライアル等

進捗確認 

午
後 

研修オリエンテーション 

自己紹介 

論理思考基礎 

 （編成１） 

 -業界課題ＭＥＣＥ分析 

前年度の提言者代表

による提言内容紹介１ 

英語メール（編成4） 

 -英文メールの書き方 

 -グループ別事例発表 

 

前年度の提言者代表

による提言内容紹介２ 

提言テーマに関する討

議（ワールド・カフェ式） 

リーダーシップ発揮 

テーマの調査分析 

  -調査結果共有 

  -テーマ再検討・論点

抽出 

提言書作成１ 

 -提言ストーリー検討 

 -途中経過報告 

提言書作成２ 

 -調査結果の共有 

 -提言資料作り込み 

  （みっちり） 

 -途中経過報告 

ビジョンストーリー作成 

 -ブラッシュアップ 

提言書作成５ 

 -宿題結果確認  

 -提言内容チェック 

 -提言内容アドバイス 

 -提言内容見直し 

 -ビジョン・ストーリーの 

 手直し 

プレゼン資料確認 

本番向けリハーサル 

 

2
日
目 

午
前 

スキル診断  

財務分析（編成2） 

 -Ｂ／Ｓ 

 -Ｐ／Ｌ 

 -Ｃ／Ｆ 

 -経営指標 

戦略演習１ （編成5） 

 -環境分析/ビジョン策

定/ギャップ分析/戦略

概  

  論と基本戦略検討 

ビジョン・ストーリー 

 -ビジョン・ストーリーと

は 

 -キーワード出し 

 -キーワード整理 

 -ストーリーＳ１作成 

 （テーマで作成） 

提言書作成３ 

 -提言資料作り込み 

 -顧客価値・コスト検討 

  （継続） 

 -途中経過報告 

 

提言書作成６ 

 -見直し結果確認 

 -提言内容最終化 

発表準備 

 -プレゼンに向けて 

最終報告会 
（H31/2/14） 

自主リハーサル 

 

午
後 

財務分析２ 

 -演習 

  個人演習 

  グループ演習 

  グループ発表 

提言テーマに関する問

題意識討議（過去提言

閲覧） （編成3） 

全体まとめ/質疑応答 

戦略演習２ 

 －個別戦略検討 

   ・事業戦略 

   ・機能別戦略 

   ・組織戦略 

テーマ選び 

   以後編成3 

  -想い・ミッション 

  -論点抽出 

   -調査項目抽出 

リーダーシップ相互評価 

全体まとめ/質疑応答 

ストーリーＳ２作成 

  （ＰＣワーク） 

ストーリーＳ３作成 

グループ内共有 

全体発表 

講評＆活用方法 

シャッフル討議 

 （ディベート） 

調査課題検討 

提言書作成４ 

 -提言内容グループ別

中間発表 

 -Ｑ＆Ａ 

 -提言内容アドバイス 

 -宿題事項確認 

 

リハーサル 

 -リハーサル発表と質疑

応答（グループ別） 

 -発表各20分＋質疑

応答 

 -プレゼンアドバイス 

リーダーシップ再評価 

 

 

経営トップへのプレゼン

テーション 

「合成樹脂工業会の課

題と戦略について」 

質疑応答、まとめ 

 

宿題 
事前課題（財務会計） 

事後課題（自社財務

データ分析） 

調査分析１ 

（初期情報収集） 

調査分析２ 

（深堀） 

提言資料作り込み 

（確認：トライアル含む） 

トライアル＆リハーサル 

（補足調査・コスト含む） 



教育の効果 

半年間の教育によりスキルが向上 

平成29年度受講者スキルチェック結果 平成29年度受講者スキルチェック結果 

論理的思考（ＭＥＣＥ）

スキル診断

財務分析

前年度提言テーマ紹介

関連論点現状調査

提言ロジック検討

提言書構成検討

ビジョン・ストーリー作成

英文メール

環境分析

ビジョン策定

ギャップ分析

基本戦略検討

個別戦略検討
追加調査・トライアル

提言内容見直し

テーマ選び・論点抽出

プレゼン資料作成方法

プレゼンのポイント

リハーサル

最終リファイン

（з．インプット系） （й．提言テーマ検討系）

（и．戦略演習系）

（к．プレゼン系）

見
直
し

前年度提言紹介

提言書作り込み
（顧客価値・コスト）

見
直
し

英
文
メ
ー
ル
及
び
他
社
中
期
経
営
計
画

分
析

発表会

自己紹介（エピソード） アウトプット系に注力、

改革提言力育成！

インプット系 アウトプット系

リーダーシップ相互評価

事業革新推進リーダー育成プログラムの流れ 

平成30年度のプログラムは以下で実施します（大きな流れは平成29年度と同様です） 
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コンサルタント 兼 企業研修講師－井口 嘉則（いぐち よしのり）
－ 産業能率大学 契約講師 

（株式会社ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ・ﾜｲ･ﾈｯﾄ 代表取締役） 

 （客員教授：中国 対外経済貿易大学） 

 （講師：立教大学経営学部 英語講座） 

      中央大学ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙ） 

 

 

 

 

- 略歴 - 
ビジョン作り、戦略立案、中期経営計画策定、新規事業立上

げ、営業力アップ、業務改革等の幅広い分野で、コンサル

ティング及び企業研修を提供。 

 ストーリーテリング手法を活用 

学歴 東京大学文学部社会学科卒 シカゴ大学ＭＢＡ 

職務経歴 

– 日産自動車にて情報システム部門、海外企画部門を経

験、中期計画・事業計画を担当。 

– 三和総合研究所（現三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティン

グ）にて、中堅～大企業向けに経営コンサルティング 

   実施、１０年で１００案件をこなす。 

– フューチャーシステムコンサルティング（現フューチャー

アーキテクト）にて、ＩＴを駆使し、経営改革につながる 

   コンサルティングサービスを提供。企画～導入・立上げ 

 までを支援 

– イニシア・コンサルティングにて経営コンサルティング及

び研修企画・講師を行いつつ、経営に携わる。 

– ２００８年８月オフィス井口を設立して独立 

– 2009年～ユニバーサル・ワイ・ネット代表取締役 

– 2011年～立教大学経営学部 兼任講師（英語） 

– 2013年～中央大学ビジネススクール客員教授 

著書『ゼロから分かる事業計画書の作り方』 『中期経営計画 

    の立て方・使い方』 『こうして会社は良くなった』 他 

- 最近の主な参画プロジェクト - 

- 主な研修及び講師実績 - 
 大手エネルギー関連サービス会社の営業力 

  アップ研修 

 大手住宅部材メーカーの課題解決提案研修 

 大手レジャー施設新規事業研修 

 大手飲料メーカーの新規事業研修 

 大手タイヤメーカー関係会社社長向けビジョン・ 

      戦略研修 

 大手自動車部品メーカーの新規事業研修 

      立上げ 他多数 

 

 大手エネルギー関連サービス会社の社内改革 

 大手住宅メーカーの営業戦略立案 

 大手住宅設備機器メーカーの中期経営計画 
  策定 

 大手教育産業のＩＴを活用した新規事業立上げ 

 大手美容業向け新規事業企画 

 自動車部品メーカーの新規事 業企画 

 大手フランチャイザーの新規カード事業戦略 

  立案 
 地場スーパーの中期経営計画策定 

 化学メーカーの経営ビジョン作り 

 大手エネルギー事業の事業戦略立案 

-
 

著
書 -

 

’99年以来のベストセラー 

’08年の改訂版です 

Amazonの 

事業計画でベストセラー 

累計５万部！ 

中計画のベストセラー 

マンガと解説が 

ワンセット 

問題解決術 

５０の基本思考法 
 
問題解決術を紹介 



年度 講 演 者 所  属 演  題 

１９ 

守谷 恒夫 住友ベークライト（株）会長 住友ベークライトについて 

小川 富太郎 住友ベークライト（株）社長 住友ベークライトの事業戦略 

畑中 浩一 松下電工(株）社長 松下電工の中期戦略 

小江 紘司 大日本インキ（株）社長 DICの事業戦略 

長瀬寧次 日立化成工業（株）社長 日立化成の中期戦略 

年度 講 演 者 所  属 演  題 

１９ 

鍋山 徹 日本政策投資銀行 化学産業を取り巻く世界経済と産業社会の新潮流 

岩間 公秀 野村総合研究所 産業競争力の最終防衛ライン－電子材料産業 

西出 徹雄 日本化学工業協会 次代の化学産業を担う方々へ期待すること 

荒岡 拓弥 産業経営研究所 像情報産業と化学産業 

府川 均 インターリスク総研 企業経営とリスクマネージメント 

泉谷 渉 産業タイムズ社 編集局長 爆裂するニッポン電子材料 

福田 賢一 経済産業省 技術戦略マップ2007の概要と活用法 

年度 講 演 者 所  属 演  題 

２０ 

鍋山 徹 日本政策投資銀行 化学産業を取り巻く世界経済と日本の産業力 

泉谷 渉 産業タイムズ社 編集局長 老舗王国「ニッポン」の実力とその凄さの秘密 

福田 敦史 経済産業省 日本の化学産業の現状と課題 

岩間 公秀 野村総合研究所 日本の自動車産業の現状と今後 

八尾 滋 三菱総合研究所 環境・エネルギービジネスの今後 

年度 講 演 者 所  属 演  題 

２０ 

長瀬寧次 日立化成工業（株）社長 日立化成とはこんな会社 

小江 紘司 DIC（株）社長 DICの世界経営戦略 

有田 喜一 群栄化学工業（株）社長 群栄化学工業の歴史と企業戦略 

岩田 義文 イビデン（株）会長 イビデンの歴史と事業変遷 

トップ講演（平成１９年度） 

特別講演（平成１９年度） 

トップ講演（平成２０年度） 

特別講演（平成２０年度） 

敬称略  団体名称、肩書などは発表当時 



年度 講 演 者 所  属 演  題 

２１ 

浦野 孝志 日立化成工業（株）副社長 日立化成の研究開発戦略について 

小川富太郎 住友ベークライト（株）社長 住友ベークライトの人材育成について 

酒井 和夫 三菱ガス化学（株）社長 三菱ガス化学の事業紹介 

畑中 浩一 パナソニック電工(株）社長 パナソニック電工のブランド戦略 

トップ講演（平成２１年度） 

 

年度 講 演 者 所  属 演  題 

２２ 

鳥井 宗朝 パナソニック電工（株） 
専務取締役 

パナソニック電工の事業展開 

渡辺 伊津夫 日立化成工業（株） 
筑波総研所長 

日立化成工業の研究開発戦略 

小江 紘司 DIC（株）取締役会長 ビジネスリーダーの在り方 
         …旧技術者のつぶやき 

トップ講演（平成２２年度） 

特別講演（平成２２年度） 

年度 講 演 者 所  属 演  題 

２１ 

鍋山 徹 日本政策投資銀行 これからの世界と製造業 

泉谷 渉 産業タイムズ社 編集局長 環境/新エネルギー革命が爆裂する！！ 

金澤 洋平 シティグループ証券 エレクトロニクス市場と日本の製造業の問題点 

大庭 敏之 日産自動車 自動車とプラスチック、そして環境 

弓取 修二 (独）NEDO 蓄電技術開発の実施状況と今後の取り組み 

大和田野芳郎 （独）産業技術総合研究所 地球温暖化とエネルギー技術戦略 

特別講演（平成２１年度） 

年度 講 演 者 所  属 演  題 

２２ 

鍋山 徹 日本政策投資銀行 これからの世界と製造業 

本間 意富 元 花王 理事 「新たな」良きモノづくり  「ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ」と「ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ」 

津野 篤広 経済産業省 製造産業局 改正化審法について 

金澤 洋平 
シティグループ証券 世界経済と日本製造業の復活 

            ~日本に製造業を残すために~ 

吉田 正博 横浜市金沢区副区長 地域経済の自立に向けて   横浜の挑戦 

泉谷 渉 産業タイムズ社 ニッポンの素材力・環境力が世界ステージに飛び
出す 

日高 賢治 日高東亜国際特許事務所 知的財産権から見た チャイナリスク 

敬称略  団体名称、肩書などは発表当時 



敬称略  団体名称、肩書などは発表当時 

トップ講演（平成２３年度） 

 
 
２３ 

年度 講 演 者 所 属 演 題 

鳥井 宗朝 パナソニック電工（株） 
専務取締役 

パナソニックの環境への取り組み 

林 茂 住友ベークライト ( 株 ) 
代表取締役社長 

躍進 

～新たなる成長に向けて～ 

有田 喜一 群栄化学工業（株） 
代表取締役社長 

群栄化学工業（株 

現状と今後の取り組み 

田中 稔一 三井 化学（株） 
代表 取締役社長 

化学の未来 と 三井 化学の基本戦略 

年度 講 演 者 所 属 演 題 

２３ 

鍋山 徹 日本政策投資銀行 震災後の産業復興と未来思考のすすめ 

日髙 賢治 日高東亜国際特許事務所 

所長、弁理士 

中国知的財産権問題 最新事情 

山田 伸顯 大田区産業振興協会 

専務理事 

産業のグローバル化と日本産業の存在価値 

金澤 洋平 三菱モルガン・スタンレー 

証券㈱ 

世界経済と日本の製造業の将来－ LED 産業の 

ケース 

泉谷 渉 産業タイムズ社 

代表取締役社長 

世界最強のニッポンの素材力を見よ 

特別講演（平成２３年度） 

トップ講演（平成２４年度） 

年度 講 演 者 所 属 演 題 

２４ 

杉江 和男 ＤＩＣ ( 株 ) 取締役 会長 日本の成長を担う化学産業 

田中 一行 日立化成 ㈱ 代表執行役 

執行役社長 

日立化成の変革への 挑戦 ～ 50 周年を むかえて 

林 茂 住友ベークライト ( 株 ) 
代表取締役社長 

住友ベークライトのＣＳ活動について 

織作 正美 三菱ガス化学㈱ 

代表取締役専務執行役員 昔話を紡いで 

首都大学東京 人工光合成への期待 

年度 講 演 者 所 属 演 題 

２４ 

鍋山 徹 日本政策投資銀行 これからの経済と産業のかたち 

三輪田 真 宇宙航空研究開発機構 

(JAXA) 
宇宙航空開発と新ビジネス 

金澤 洋平 三菱ﾓﾙｶﾞﾝ・ｽﾀﾝﾚｰ証券㈱ 世界経済と日本の製造業 

中岩 勝 ( 独 ) 産業技術総合研究所 エネルギー技術の戦略と企業間連携 

泉谷 渉 産業タイムズ社 

代表取締役社長 
半導体の劇的構造変化と材料技術への期待 

井上 晴夫 

特別講演（平成２４年度） 



敬称略  団体名称、肩書などは発表当時 

年度 講 演 者 所 属 演 題 

２５ 

杉江 和男 DIC （株 ） 取締役 会長 グローバル化とダイバーシティ 

高橋 恭平 昭和電工 ( 株 )  代表 取締役会長 化学産業を梃子とした発展を！ 

田中 一行 日立化成（株） 
代表取締役執行役社長 

日立化成の考えるグローバル人材 

小川 富太郎 住友 ベークライト（株） 
代表 取締役会長 

ネットワークポリマー 102 年目から未来へ 

トップ講演（平成２５年度） 

特別講演（平成２５年度） 

 
 
２５ 

年度 講 演 者 所 属 演 題 

鍋山 徹 （般）日本経済研究所 
チーフエコノミスト 

これからの経済と新産業 

泉谷 渉 ( 株 ) 産業タイムズ 
代表取締役社長 

シェールガス革命のインパクトと新産業の変貌 

伊原 賢 （独） JOGMEC 上席 研究員 シェール革命とは何か？ 

宇於崎 裕美 ( 有 ) エンカツ社 代表 取締役 社長 人と組織の心理から読み解く危機管理広報 

トップ講演（平成２６年度） 

年度 講 演 者 所 属 演 題 

２６ 

林 茂 住友ベークライト㈱ 
代表取締役社長 

住友ベークライトにおける C to C 活動 

田中 一行 日立化成 ㈱ 執行 役社長 グローバル競争を勝ち抜くため の 
日立 化成の『変革』 

城野 正博 三菱ガス化学㈱ 
取締役常務執行役員 

企業研究者としての 24 年を振り返って 

田中 能之 デュポン㈱ 代表 取締役社長 デュポンの目指すところ 

中西 義之 DIC ㈱代表 取締役 

社長 執行役員 

DIC のカラービジネス 

 
 
 
２６ 

年度 講 演 者 所 属 演 題 

鍋山 徹 （般）日本経済研究所 
チーフエコノミスト 

経済の 2 つの エンジン 
－ 人口 x 生産性の“魚の目”－ 

清水 香里 スパイバー ( 株 ) “ QMONOS” 実用化への挑戦 

宇於崎 裕美 ( 有 ) エンカツ社 
代表取締役社長 

クライシス・コミュニケーションの成功と失敗の 
分かれ目 

泉谷 渉 ㈱ 産業タイムズ社 
代表取締役社長 

電子デバイスの新時代到来と知財権の重要性 

竹内 真幸 清水建設㈱ 新地球環境時代の環境未来都市構想 GREEN  
FLOAT ～都市という単位で技術イノベーション 
をインテグレートする～ 

特別講演(平成26年度） 



敬称略  団体名称、肩書などは発表当時 



トップ講演（平成２９年度） 

年
度 

講演者 所  属 演  題 

２９ 

丸山 寿 日立化成（株）執行役社長 日立化成の対話と挑戦の文化 

諫山 滋 三井化学（株）専務執行役員 三井化学における高機能樹脂の開発 

櫛田 孝則 パナソニック㈱ 
電子材料事業部長 

高機能素材をベースとしたビジネスへの取り組み 

林 茂 住友ベークライト（株） 
代表取締役社長 

One Sumibe活動 

中西 義之 ＤＩＣ（株）代表取締役 
社長執行役員 

ＤＩＣのプリンティングインキ事業について 

特別講演（平成２９年度） 

敬称略  団体名称、肩書などは発表当時 

年
度 

講演者 所  属 演  題 

２９ 

鍋山 徹 日本経済研究所 
チーフエコノミスト 

経済産業のキーワードとものづくり 

泉谷 渉 ㈱産業タイムズ社 
代表取締役社長 

半導体産業は史上空前の１００兆円時代に突入する 

児玉 卓 ㈱大和総研 経済調査部長 トランプ 米国の経済政策と世界・日本経済 

稲垣 公雄 ㈱三菱総研  
経営イノベーション本部 副本部長  

製造業におけるＩｏＴ等導入のポイント 

タック 川本 国際ビジネス＆スポーツ 
アナリスト 

マネージメントは大リーグに学べ 
新たな時代を切り拓く 



成果発表会 

 通年で行われる産業能率大学講師によるマネージメントセミナーでは
経営戦略分析、事業遂行策立案などの各種研修が盛り込まれ、通年 
受講生はグループ討議により各グループが自ら選定した研究課題に 
ついて、セミナー最終日に来賓参加のもとでプレゼンテーションを行う 
ことで1年間の締めくくりとなります。      
 

実施期間：H２０年７月～H２１年２月            受講人員：20名 
 
 Group A ： 「災害・事故等に対するリスクマネジメントシステムの構築」 
 Group B ： 「非化石原料を用いた製品開発」 
 Group C ： 「CO2節減に向けた取組推進」 
 Group D ： 「合成樹脂工業協会の特許戦略」 
 
参加企業：旭有機材工業、イビデン建装、オーシカ、群栄化学工業、 
       昭和高分子、新神戸電機、住友ベークライト、台和、DIC、 
       ハリマ化成、日立化成工業、日立化成ポリマー、フドー、 
       パナソニック電工、三菱ガス化学、三菱レイヨン 

 
 

②平成２０年度（第２期）発表内容 

➀平成１９年度（第１期）発表内容 

実施期間：H１９年９月～H２０年３月            受講人員：14名 

 

 
 Group A ： 「熱硬化性樹脂のリサイクル推進について」 
 Group B ： 「規格化による競争優位性の構築」 
 Group C ： 「汎用品を国内で持続生産するための戦略」 
 
参加企業：アイカ工業、旭有機材工業、オーシカ、群栄化学工業、 
       J-ケミカル、住友ベークライト、台和、DIC、日立化成工業、 
       フドー、パナソニック電工、三菱ガス化学、三菱レイヨン 

来場者：職場上長、協会幹部(会長、副会長）、経済産業省担当官 



③平成２１年度（第３期）発表内容 

実施期間：H２１年７月～H２２年２月            受講人員：15名 

 

 
 Group A ： 「合成樹脂トータルソリューションシステム（通称ケミグル） 
          の構築」 
 Group B ： 「合成樹脂のイメージアップ」 
 Group C ： 「プロジェクト支援による人材育成」 
 
参加企業：旭有機材工業、オーシカ、群栄化学工業、J-ケミカル、 
       住友ベークライト、星光PMC、DIC、ディーエイチ・マテリアル 
       日立化成工業、パナソニック電工、三菱ガス化学 
        

 
 

来場者：経済産業省担当官、受講生上長、人事担当者、協会幹部(会長、副会長） 

④平成２２年度（第４期）発表内容 

実施期間：H２２年７月～H２３年２月             受講人員：16名 

 

 
 Group A ： 「合成樹脂業界の成長戦略 ～インド市場開拓～」 
 Group B ： 「EV/HV向け硬化性樹脂の開発力向上  
                       産官学による連携体制構築」 
 Group C ： 「ものづくりのための企業力強化」 
 Group Ｄ ： 「合成樹脂の新用途への展開  
                       自動車の軽量化への貢献」 
 
参加企業：旭有機材工業、群栄化学工業、J-ケミカル、住友ベークライト、 
       昭和電工、DIC、日立化成工業、パナソニック電工、 
       三菱ガス化学、明和化成 
        
来場者：経済産業省担当官、受講生上長、人事担当者、協会幹部(会長、副会長） 
      会員会社、関係団体等 



⑤平成２３年度（第５期）発表内容 

実施期間：H２３年８月～H２４年２月            受講人員：17名 

 

 
 Group A ： 「省エネ住宅向け高性能断熱材の開発」 
 Group B ： 「「ＭＥＮＡ」 【 Middle East ＆ North Africa 】 における 
          合成樹脂業界の成長戦略」 
 Group C ： 「バイオマス熱硬化性樹脂の実現  -竹資源有効活用」 
 Group D ： 「合成樹脂による太陽光発電のコスト低減」 
 
 
参加企業：旭有機材工業、オーシカ、群栄化学工業、J-ケミカル、 
       住友ベークライト、DIC、日本ユピカ、日立化成工業、 
       パナソニック、三井化学、三菱ガス化学、明和化成 
 
来場者：経済産業省担当官、受講生上長、人事担当者、協会幹部(会長、
副会長） 会員会社、関係団体等        

⑥平成２４年度（第６期）発表内容 

実施期間：H２４年８月～H２５年２月            受講人員：19名 

 

 
 Group A ： 「【小型風力発電導入加速】 高付加価値ＢＭＣ開発」 
 Group B ： 「地球温暖化対策 
           ～CO2の分離・回収と有効利用における樹脂の展開」 
 Group C ： 「シェールガスビジネスへの参入と戦略」 
 Group D ： 「光硬化型合成樹脂による 水道管補修技術の提案  
          ～合成樹脂でライフラインに貢献！ ～」 
 
 
参加企業：旭有機材工業、オーシカ、群栄化学工業、J-ケミカル、 
       住友ベークライト、星光PMC、DIC、ハリマ化成、 
       日立化成、フドー、パナソニック、三菱ガス化学、明和化成 
 
来場者：経済産業省担当官、受講生上長、人事担当者、協会幹部(会長、
副会長） 会員会社、関係団体等        



⑦平成２５年度（第７期）発表内容 

実施期間：H２５年８月～H２６年２月            受講人員：20名 

 
 
 Group A ： 「水害対策ソリューション」 
            ～ｹﾐｶﾙｳｫｰﾙ・神様がくれた魔法の壁～ 
 Group B ： 「Ｍethane to Benzene 新規製造プロセスの提案」 
            ～古くて新しいﾍﾞﾝｾﾞﾝの安定確保に向けて～ 
 Group C ： 「ｲﾝﾌﾗ構造物補修への合成樹脂の応用」 
            ～ｺﾝｸﾘｰﾄ補修へ新素材と新工法の提案～ 
 Group D ： 「ﾒｶﾞﾌﾛｰﾄに使える超防食FRP」 
                          ～1000年ﾌﾟｶﾌﾟｶひょうたん島ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ～ 
 
参加企業：旭有機材工業、オーシカ、群栄化学工業、J-ケミカル、 
       昭和電工、住友ベークライト、星光PMC、DIC、日本ユピカ 
       日立化成、フドー、パナソニック、三菱ガス化学、明和化成 
 
来場者：衆議院議員秘書、国土交通省、受講生上長、人事担当者、 
     協会幹部(会長、副会長） 会員会社、関係団体等        

⑧平成２６年度（第８期）発表内容 

実施期間：H２６年８月～H２７年２月          受講人員：18名 
 
 
 Group A ： 「熱硬化性樹脂のケミカルリサイクルソリューション」  
 Group B ： 「3Dプリンタを活用した新規入れ歯提供システムの提案」 
         ～来るべき高齢化社会に対応するために～ 
 Group C ： 「合成樹脂のアグリビジネスへの新展開」  
         ～シースルーエレクトロニクスのビニールハウスへの展開～ 
 Group D ： 「バイオミメティックス適用による高機能道路の実現」 
 Group E  ：  「グローバル人材育成」 
 
参加企業：旭有機材工業、オーシカ、群栄化学工業、J-ケミカル、 
       住友ベークライト、星光PMC、DIC、三菱レーヨン 
       日立化成、フドー、パナソニック、三菱ガス化学 
 
来場者：関係大学、受講生上長、協会幹部(会長、副会長） 会員会社、 
     関係団体等        



⑨平成２７年度（第９期）発表内容 

実施期間：H２７年８月～ H２８年２月           受講人員：1９名 
 
 
 Group A ： 「自転車のための安全で快適な交差点の実現」 
            ～ 人の命はプライスレス ～  
 Group B ： 「HAKOBUNE」 
            ～ 災害時に役立つ化学の力 ～ 
 Group C ： 「トイレに流せる紙オムツの提案」  
            ～ 紙オムツのさらなる深化への挑戦 ～ 
 Group D ： 「海洋エネルギー利用推進への合成樹脂の寄与」 
            ～ 海洋生物付着防止技術によるメンテナンスレス化 ～ 
  
参加企業：旭有機材、オーシカ、群栄化学工業、J-ケミカル、 
       住友ベークライト、星光PMC、DIC、ハリマ化成 
       日立化成、フドー、パナソニック、三菱ガス化学 
 
来場者：関係大学、受講生の上長、協会幹部(会長、副会長） 会員会社、 
     関係団体等        

実施期間：H２８年８月～H２９年２月            受講人員：19名 

 
 
 Group A ： 「合成樹脂培地で変わる植物工場」 
           ～多品種生産で新たなステージへ ～ 
 Group B ： 「駅ホームドア普及促進に向けた新構造の提案」 
           ～モグラ式 樹脂製ホームドア ～ 
 Group C ： 「災害時の避難テント」 
           －すぐに、その場に、我が家を － 
 Group D ： “ 見えナイト ”  
          ～ いつでも見えるトラフィックペイント ～ 
 
参加企業：旭有機材、オーシカ、群栄化学工業、J-ケミカル、 
       住友ベークライト、星光PMC、DIC、日本合成化工 
       パナソニック、日立化成、フドー、三菱ガス化学、 
 
来場者：経済産業省担当官、受講生上長、協会幹部(会長、副会長）  
      関係団体等        

⑩平成２８年度（第１０期）発表内容 



⑪平成２９年度（第１１期）発表内容 
実施期間：H２９年８月～ H３０年２月           受講人員：２２名 

 

Group A ： 鉄道の未来を明るく支える！ 
           ～ メンテナンス低減 樹脂ハイブリッド型バラストの提案 ～ 
Group B ： 樹脂で芽吹くスマートツリー 
           ～ 景観と機能の両立 ～ 
Group C ： バイクシェア市場に向けた樹脂自転車 
Group D ： ペットロスで傷ついた心を癒すお手伝い 
           ～ ペット葬儀業界への樹脂製品提案  ～ 
 
参加企業：旭有機材、オーシカ、群栄化学工業、J-ケミカル、住友ベークライト、 
       星光PMC、DIC、日本合成化工、ハリマ化成、パナソニック、 
       日立化成、フドー、三井化学、三井化学東セロ、三菱ガス化学、 
 
来場者：経済産業省担当官、受講生上長、協会幹部(会長、副会長）  関係団体等        



〒101-0044 
東京都千代田区鍛冶町1-10-4 
丸石ビル6F 
 
合成樹脂工業協会 
 
Tel:03-5298-8003   Fax:03-5298-8004 
 
 

お問い合わせ先 

本セミナーは合成樹脂工業協会会員企業の社員を対象とした事業として 
スタートいたしましたが、要望を受け、会員企業外にも対象を広げていきます。 
応募状況等により、ご要望に応えられないこともありますことご承知おき下さい。 


